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　「第69回”社会を明るくする運動”松前町大会」は7月
10日、文化センターで開催され、関係者や地域住民などが
参加しました。
　大会では、町内中学生による作文発表が行われました。
松前中学校2年生の青

あお

野
の

倖
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菜
な

さんは「よい言葉を使いま
す」、岡田中学校2年生の東

とう

正
しょう

一
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花
か

さんは 「人との関わり
の中で」、北伊予中学校2年生の井

いの

上
うえ

愛
あ

結
ゆ

さんは「命の大
切さ」という題名で、それぞれの思いを発表しました。
　記念講演では、聖カタリナ大学特任教授の山本万喜雄
さんが、「人間讃歌の心で～社会を明るくするために｣と題
して講演。時折笑いを交えながら、命と暮らしと生き方を
結びつけて｢愛と真実｣を探求し、ともに生きる喜びを謳

おう

歌
か

しようと訴えていました。

犯罪や非行のない地域を目指して
第 69 回 ” 社会を明るくする運動 ” 松前町大会

㊤山本さんの記念講演の様子
㊧青野倖菜さん（松前中）　㊥東正一花さん（岡田中）　㊨井上愛結さん（北伊予中）

282 人が力いっぱい泳ぎ切る
第 55 回松前町内小学校水泳記録会

　「第55回小学校水泳記録会」は7月2日、岡田小学校
プールで行われ、町内の小学校６年生282人が記録へ
挑みました。各種目の優勝者などは次の通り（敬称略）。

㊤勢いよくスタート　㊧力いっぱ
い水をかいて前へ　㊥｢その調子。
頑張れー！｣友達を応援　 ㊦美し
いフォームでぐんぐん進む

　政府は 6月 1日付けで「高齢者叙勲  」を発表し、本町
からは大塚寛一さん＝北黒田＝が受章しました。
　大塚さんは昭和26年、四国財務局に採用後四国管内を
転々とし、金融検査官や総務課長などを歴任。昭和61年
に主席国有財産監査官を最後に退官するまで、金融機関
や証券会社の検査・監督や国有財産の管理・処分を行う
など、地域の健全な経済活動のために尽力しました。
　大塚さんは受章に対し、｢急なお話で驚きましたが、文字
通り高齢者の叙勲と考えて拝受しました｣と話していました。

大塚寛一さんに瑞宝双光章
令和元年高齢者叙勲
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泥だらけで農業に触れる
エミフル MASAKI「お米作り体験」

　エミフルMASAKI（加藤政文 支配人）とJA松山市岡
田支所は6月22日、「お米づくり体験」を行いました。
　この体験は地域貢献の一環として、子どもたちに農業と
自然のすばらしさや食の大切さを実感してもらうために実施
されたもの。当日は、親子連れなど56人が田植えの大変
さを体感していました。松山市から参加した村上稀

き

桜
お

くんは、
「苗をしっかりと真っすぐ植える
のが難しく、昔の人の苦労を実
感できた」と話していました。

㊤苗を少しずつ分けて植えていく
㊦参加者が一直線に並んで作業

種目 氏名 学校名 記録
75ｍ個人メドレー男子 末光　瑛翔 岡小 1分13秒3
75ｍ個人メドレー女子 高瀬比花梨 松小 1分05秒0
25ｍ平泳ぎ男子 濱村　樹立 北小 26秒4
25ｍ平泳ぎ女子     川崎安咲子 岡小 26秒3
25ｍ自由形男子 田中　怜央 岡小 16秒8
25ｍ自由形女子 大野　貴瑛 松小 19秒7
25ｍ背泳ぎ男子 福原　利玖 岡小 24秒5
25ｍ背泳ぎ女子 東家　陽向 松小 23秒5
50ｍ平泳ぎ男子 小池　侑輝 岡小 50秒7
50ｍ平泳ぎ女子 合田　陽菜 岡小 50秒1
50ｍ自由形男子　  西田　脩斗 岡小 38秒5
50ｍ自由形女子 村山　文菜 岡小 39秒0
50ｍ背泳ぎ男子 山本　勘太 北小 42秒6
50ｍ背泳ぎ女子 山岡　花菜 岡小 38秒5
100ｍ平泳ぎ男子   井上　快晟 松小 1分53秒5
100ｍ平泳ぎ女子 井上　　望 松小 2分07秒7
100ｍ自由形男子 小野　優人 松小 1分26秒2
100ｍ自由形女子  河野　愛禾 岡小 1分30秒1
150ｍメドレーリレー男子 北小 2分15秒5
150ｍメドレーリレー女子 岡小 2分08秒0
200 ｍリレー男子 岡小 2分34秒2
200ｍリレー女子 松小 2分45秒1

　｢介護予防体操普及啓発講習会｣ は 6月29日か
ら7月1日までの3日間、東公民館、文化センター
や福祉センターで行われ、120人が参加しました。
　講習会では、町オリジナルの介護予防体操 ｢まっ
さき元気体操｣ を考案した、日本ケアビクス株式会
社代表取締役の瀧口晶恵先生が要介護の原因とな
る認知症や生活習慣病の予防に効果的な、有酸素
運動について講演。人と笑顔で話しながら動き続
け、体にしっかり酸素を取り込む「ケアビクス」や
運動しながら脳を使う「デュアルタスク（二重課題）」
を実践しました。瀧口先生の、「間違う自分を楽し
みながら、大きな声で笑い飛ばして皆さん笑顔で
ハッピーになりましょう」という声掛けに誘われて、
会場にはたくさんの笑顔があふれていました。
　人とのつながりを大切にした介護予防に取り組む
グループは、今年度44グループに。町は今後も、
元気なシニア・元気な地域づくりを支援していきます。

笑顔でつながる健康づくり
介護予防体操普及啓発講習会

㊤みんな笑顔で元
気よく
㊧隣の人と目線を
合わせて
㊨手と手をつない
で相手を感じる
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　「松前町民ソフトテニス大会」は6月9日、松前公園で行われ、
17組33人が参加しました。結果は次の通りです（敬称略）。

33人が熱戦を展開
第 40 回松前町民ソフトテニス大会

優勝 準優勝 3位
男子
Ａ

湊　　翔馬
小山　　誠

佐伯　浩樹
青野　　剛

浅海　康弘
藤村　成悟

城戸　祐二
高市　　力

男子
Ｂ

大塚　英一
秦　　正彦

窪田　　誠
吉田伊勢夫 ―

女子
A

青野　愛子
中山　淳子

篠永　哉乃
勝木　庸子 ―

　「松前町レクバレー大会」は6月16日、松前公園で行
われ、10チームが参加しました。結果は次の通りです。
優勝　pino　準優勝　ボンバーズＢ　３位　ボンバーズＡ

息の合ったチームプレーを披露
第 31 回松前町レクバレーボール大会

　「松前町軟式野球大会」は7月7日と21日の2日間、
松前公園で行われ、9チームが熱戦を繰り広げました。
結果は次のとおりです。優勝チームは9月の伊予地区
軟式野球大会に出場します。
優勝　ブレイザーズ　準優勝　柑橘系ハイブリッツ

「ブレイザーズ」チームが優勝
松前町軟式野球大会

楽しい水遊びに大はしゃぎ
白鶴保育所プール開き

　7月9日、白鶴保育所でプール開きが行われ、同所園
児が水遊びを楽しみました。
　前日にプール掃除を頑張ったという年長さんが水鉄砲で
くす玉を割り、プール遊びがスタート。しっかりと準備体操
をした後、ゆっくり水に入りました。
｢キャー！冷たーい！｣ と楽しそうな声
が響く中、園児たちは元気よくバタ足
をしたりワニさん歩きで水中を進ん
だりして、水遊びに熱中していました。
㊤水をバシャバシャ。楽しいね
㊦水鉄砲でくす玉割り

疑似体験を通して浸水の怖さを学ぶ
愛媛県主催 ｢水害学習会｣

　愛媛県主催の｢水害学習会｣は7月9日、岡田中学校
で開催され、同校1～2年生の生徒が参加しました。
　この学習会は、平成30年7月豪雨での河川氾濫や平成
29年に重信川で戦後最高水位を観測したことなどを受け、
子どもたちに洪水氾濫の危険性や早
期に避難することの重要性を伝えよ
うと行われたもの。参加した生徒たち
は、浸水被害に遭う前に適切に避難
することの大切さを実感していました。
㊤足に重りをつけて浸水時の状況
を疑似体験　㊦県職員による講義

　町選挙管理委員会は6月20日、伊予高等学校で「選
挙啓発講座」を行いました。
　この講座は、今年度複数の選挙が予定されていること
から選挙を身近に感じてもらい、生徒たちの政治参加を
促進するために開催したものです。
　講座では町選挙管理委員会職員が、今年行われる予
定の選挙種別や高校生ができる選挙運動などについて、
クイズ形式で分かりやすく講演。参加した生徒たちは、自
分たちが投じる1票の大切さについて学んでいました。

18歳、選挙について考える
選挙啓発講座

　まさき―いいとこ見つけ隊主催の 「町歩きツアー」は７月７日、
北川原地区で開催され、親子連れなど31人が参加しました。
　このツアーは、松前町の魅力を広く知ってもらおうと同隊
が企画したもの。重信川の渡しや北川原33カ所観音を巡っ
たほか、金蓮寺住職から法話を聞きました。終了後は、保
健栄養推進協議会の会員手作りの麦まんじゅうや、はだか
麦おやつ認定店のはだか麦おやつを堪能。参加者たちは、
見て、聞いて、味わって松前町の魅力を体感していました。

松前町の魅力を堪能
七夕にめぐりあいた～いおたた姫「町歩きツアー」

　伊予警察署主催の ｢ひまわりの絆プロジェクト｣
は 6月18日、松前ひまわり保育所で行われ、同
所年長児がひまわりの種を植えました。
　このプロジェクトは、平成 23年に交通事故で
亡くなった京都府の男児（当時 4歳）が育ててい
たひまわりの種を全国に咲かせることで、多くの
人に命の大切さや交通事故防止を呼び掛けようと
全国的に行われているもの。愛媛県でも伊予警
察署をはじめ、複数の警察署で同プロジェクトを
推進しています。
　参加した園児たちは、交通安全への願いを込
めて、ひまわりの種を一つ一つ丁寧に植えていき
ました。同プロジェクトを担当する伊予警察署交
通課の伊藤愼一郎係長は、｢園児たちが今後、ひ
まわりを見るたびに交通事故に気を付けようと
思ってもらえればうれしい｣ と話していました。

事故防止の願いをひまわりに
伊予警察署 ｢ひまわりの絆プロジェクト｣

㊤小さな種を一人ず
つ丁寧に植えていく
㊧ ｢大きくなあれ｣種
を植えたポットに水や
り　㊨保護者へ向け
た交通安全啓発講座
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